
第３号様式（第15条、第17条、第18条関係）

事業者排出量削減計画書
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注

該当する□には，レ印を記入してください。特定事業者以外で自主参加される事業者の方は，レ印の記入は不要です。
「細分類番号」とは，統計法第２条第９項に規定する統計基準である日本標準産業分類の細分類番号をいいます。
「基準年度」とは，計画期間の前年度又は計画期間の前の三年度の事業活動に伴う排出の量又は原単位の数値の平均をいいます。
「増減率」とは，基準年度と比較した計画期間の平均の増加又は減少の割合をいいます。

□新規□恋1軍
（宛先） ﾉﾃﾐ 都府知事 気平成２３年９月３０円

住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地）
〒６２３－００５４

京都府綾部市井倉町梅ヶ畑２ O番地

比名（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）
日東精工株式会社
代表取締役社長
電話0７７３ －－ 

塩田展康
４２－８９１５ 

主たる業種 ボルト・ナット・リベット・小ねじ・木ねじ等製造業
細分類番号 ’２１４１８； 

事業者の区分

員巨]2条第１項第１号

京都府地球温暖化対策条例施行規則；泊2条第１項第２号又は第３号

負□2条第１項第４号

計画期間 平成２３年４月から平成２６年３月まで

基本方針不良率の削減、再加工の削減、廃棄物のリサイクル化によって二酸化炭素を３年間で３％削減する。
売上を基準として原単位を３年間で３％削減する｡～′／

また、弊社

計画を推進するた
めの体制

ＩＳＯ１４０００環境管理組織の小委員会組織、
し、全社の省エネを推進する。

省エネ委員長を本部長とする省エネ委員会で実施計画の策定

温室効果ガスの排
出の実績及び削減
の目標

温室効果ガスの排出の量

|事業活動に伴 つ 排出の量

評価の対象となる排出の量

目標の根拠

基準年度

(22）年度
第１年度

(23）年度
第２年度

(24）年度
第３年度

(25〉年度
増減率

6,687.0トン 6,620.0トン 6.553.0トン 6,487.0トン -2.0パーセント

6,687.0トン ６．６２００トン 6,553.0トン 6,487.0トン -2.0パーセント

二酸化炭素排出量を３年間で３％削減する｡～

原単位当たりの温

室効果ガス排出量
等

事業の用に供す
る建築物の用途

原単位の指標

工場
事業活動に伴う排出の量

（トン／百万円）
事業活動に伴う排出の量

（） 

原単位の指標及び目標の根拠

基準年度

(22）年度
第１年度

(23）年度
第２年度

(24）年度
第３年度

(25）年度
増減率

4４４５ 4４００ 43.56 43.12 -2」０パーセント

パーセント

弊社売上を基準として、原単位を３年間で３％削減する。

重点的に実施する取組の実施計画

基準年度
(22）年度

114.0ビラ 卜

第１年度

(23）年度

128.0 
パー

セン ト

第２年度

(24）年度

128.0．窪卜

第３年度

(25）年度

128.0セリ下

備考

具体的な取組及び
措置の内容

（２３）年度

（２４）〆年度

（２５）年度

インバーターコンプレッサーの導入・断熱塗装の実施
夏場の事務所集約による空調電力の削減密，

老朽化設彌の更新〔変圧器ｄ機械装邇。空調設備など）

エヤー漏れ対策の実施:;夏場の事務所集約による空調電力の削減
老朽化設備の更新（変圧器・機械装置･空調設備など）

エヤー漏れ対策の実施一夏場の事務所集約による空調電力の削減

通勤における自己
の自動車等を使用
することを控えさ
せるために実施し
ようとする措置

措置の内容

上記の措置を採用する理由

弊社に通勤する手段として､､現行はマイカーによる通勤手段が主になづ
ているが、弊社としても､!:通勤時の二酸化炭素等の削減の観点から、通
勤時の相乗りについて検討してい:きたい。

弊社への公共交通機関の便が悪くい現行ではマイカー通勤の他に合理的
な通勤手段が見当たらないためｂ(～!＞～

森林の保全及び整
備，再生可能エネ
ルギーの利用その
他の地球温暖化対
策により削減する
量

区分

森林の保全及び整備によるもの

府内産の木材の利用によるもの

再生可能エネルギーを利用した電力又
は熱の供給によるもの

グリーン電力証書等の購入によるもの

温室効果ガス排出量の削減効果分又は温室
効果ガスの吸収効果分の購入によるもの

合計

第１年度

(23）年度

トン

－トン

トン

トン

トン

0.0トン

第２年度

(24〉年度
トン

トン

トン

トン

トン

0.0トン

第３年度

(25）年度

トン

トン

トン

トン

トン

0.0トン

備考

地球温暖化対策に
資する社会貢献活
動

綾部市由良川花壇展に参加
綾部水無月祭り後の清掃作業に参加
２０１１年１２月度に三菱アイ・ミープ（電気自動車）購入予定

特記事項
基準年度排出量を平成２２年度とした理由

平成２０年度のリーマンショックにより、平成２０年度から平成２２年度までの３年間の平均を基準とした場合、
排出量小さくなり、今後の企業活動に支障」をきたすため、回復途上にある平成２２年度を基準と致しました。

余りにも


